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画：美術部（中学）ゆりか

ひたむき・まえむき・おもむき

高 校

　7月31日に東京国際フォーラムで行われた「とうきょう総文2022」の総合開会式で、本学の森くるみさん（3楓）
がオリジナルミュージカルに出演しました。コロナ禍でのキャストオーディションからスタートし、努力を重ねてきた森
さんのコメントを以下に紹介します。 

　この企画は、プロの講師の先生方に指導していただき、他の学校の
高校生達と共に、一つのミュージカルを作り上げるというものでした。
これは私が今やりたいことであり、たくさんの方にミュージカルを届け
られるのではないかと思い、参加を決めました。オーディションに合格
し、本番まで約1年半、日々ミュージカルの稽古に励むことが出来て、
一日一日が本当に幸せでした。コロナ禍ということもあり、リモートで
の稽古も多く、苦労することも多かったのですが、無事に本番を迎える
ことが出来、多くの方に見ていただけて本当に嬉しかったです。
　私は、このミュージカルの役どころで、コロナ禍で公演が中止になっ
てしまう危機に陥る演劇部の部長を演じました。自分も去年まで演劇
部の部長をやっていたので、重なる部分が多く、自然に演じることが
出来ました。またこの役どころの彼女は、人から嫌われるのが怖くて、
本当の自分を隠して偽りの自分を演じてしまっている一面も持ってい
るキャラクターでした。その心情を歌うナンバーは、とても多くの高校
生の方達の共感を集め、「涙が出るほど感動した」と言ってくださる方
もいて、自分が伝えたいことが伝わったことがとても嬉しかったです。
　終演後に嬉しい言葉をたくさんいただいたので、やって良かったと
感じ、同時にこれからも多くの方々にミュージカルの感動を伝えていき
たいと思いました。

「とうきょう総文2022（第46回全国高等学校総合文化祭東京大会）」
オリジナルミュージカルに出演

　「世界は一つの村」というコンセプトのもと、世界中から集ま
る留学生リーダーと繋がるプログラムです。　今回は、6名の留
学生がグローバルリーダーとして、生徒達とゲームやプレゼンの
指導をしてくれました。以下、参加した生徒の感想です。 

　1日が終わった後には自分の英語力が向上していると実感できました。毎日プレゼンを聞いた
り、質問をしたり、意見交換をすることで、鍛えられました。 
　グローバルリーダーの皆さんは、とにかく明るく、また、周りの新しい仲間とも助け合いながら
作業をし、一人一人が自分の意見を言える環境でした。 
　私は高校生になって色々な事に挑戦するようになりました。挑戦することで失敗に終わってし
まうこともありますが、今回は大成功でした。Global Villageに関わる皆さん、新しい仲間たち、
楽しい時間を本当にありがとうございました。（高２藤 吉田 実桜） 

２つの探究活動に生徒が参加中 高

　7月18日～20日の3日間、駒込キャンパスではGlobal 
Village（プログラム提供：株式会社LbE Japan）が開催され、
中学生13名・高校生16名が参加しました。 

　中学・高校の生徒たちが、グローバルな企画に積極的に参加し、探究活動で学びを深めています。

　「海を尊重し守り、安全な環境で海を楽しむことができる人々を育む」目的のもと、マリン
スポーツ体験、海洋プラスチック問題、津波被災と復興についてなど盛り沢山な内容でした。
以下、参加した生徒の感想です。

　8月1日から5日まで岩手県釜石市で開催
された2022 Atlantic Pacific Japan 
グローバルリーダーシップSummer Camp 
～海と日本 PROJECT～(主催：一般社団
法人 Atlantic Pacific Japan)に、本校
生徒９名が参加しました。（全参加者海外
含め29名）

　リュウゼツランは、奇跡の花の名の通り50年
以上の時を越え咲く花ですが、ふじみ野キャン
パス内のリュウゼツランは、1998年頃９株が
移植され、昨年７月10日に初めて１株目が開
花をしました。 
　そして今年５月、２つのリュウゼツラン株か
ら茎が成長をしはじめ、７月20日に１株目が
開花、７月28日には２株目も無事開花し、２年
連続、見事２株の開花となりました。 
　この夏も黄色い花が咲き誇り、新型コロナ
ウイルス感染症対策を講じた上で、近隣住民
にも一般公開されました。

奇跡の花 「リュウゼツラン」 
ふじみ野キャンパスで２年連続の開花 

大 学

　今年4月に協定が締結されたレイクランド大学ジャパン・キャンパスと本学とは、
SLF（スチューデントリーダーズフォーラム）委員会が中心となり、様々な交流企
画を進めています。7月12日、部活動における交流第一弾として、両大学のバス
ケットボール部の合同練習が行われました。 
　当日は、夕方から本学メセナ（体育館）にて、レイクランド大学から10名が参
加し、総勢約30名でバスケットボール
の練習やゲームを行いました。初対面
の学生同士でしたがバスケットボール
を通じてすぐに打ち解けた雰囲気の
中で交流を進めました。 
　課外活動においては今後もスポー
ツや文化活動において交流を続けて
いく予定です。 

レイクランド大学との
バスケットボール部合同練習を実施

「エスカレーターの安全な
  乗り方アイデア募集 2023」開催 

～利用者が安全にエスカレーターに
　　　　　　　　乗れる社会を目指して！～ 

大 学

グローバルリーダーに指導を受ける生徒たち

イベントに参加した全国の中高生

初交流となった両大学のメンバー

ミュージカルメンバー全員での演技シーン

熱演する森さん

2株並んで開花したリュウゼツラン

　海では救命ボート試乗、セーリング、漁業体験をしました。救命ボートはとても速く、風を切る感覚
が新鮮でした。操縦も体験しましたが、ハンドル操作やスピード調整が難しかったです。漁業体験で
は船上で採れたてのホタテをいただきました。調味料はありませんでしたが、海水の塩味とホタテの
まろやかな甘さが美味でした。セーリングは、マンツーマンで教えて頂き、他にもロープワークや救助
する時の縄の投げ方などを習いました。
　普段海が近くに無いので4日間も海で過ごせたのは良い思い出です。それと同時に海の怖さも学びまし
た。救助での優先順位は、救助する人、救助用の船、最後に救助を必要とする人なのだそうです。救助する
人が安全でなければ助けることが出来ない。当たり前のことですが、いざ言葉に出されると衝撃的です。海
は楽しいだけでなく、命が簡単に奪われる場所であるということも学べて良かったです。（高1藤 新明 碧）
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